
寛
平
法
皇
　
の
　
訓
点

一
寛
平
法
皇
と
そ
の
訓
点

寛
平
法
皇
は
、
仁
和
三
年
(
八
八
七
)
第
五
十
九
代
字
多
天
皇
と
し
て
御
即
位
、

菅
原
道
真
を
挙
用
し
て
政
治
を
即
新
し
、
寛
平
九
年
(
(
告
)
に
譲
位
さ
れ
た

後
の
法
皇
名
で
あ
る
。
こ
の
法
皇
の
生
妓
(
承
平
元
年
入
室
)
七
月
十
九
日
崩
後
、

六
十
五
整
、
卸
皇
統
、
法
統
、
経
歴
、
学
問
、
著
述
、
和
歌
管
絃
、
交
際
等
に

(
1
)

つ
い
て
は
、
既
に
請
書
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
考
察

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
抄
出
し
て
お
く
。

1
漢
籍
の
御
学
習
(
周
易
、
易
抗
、
洋
書
、
文
選
)

の
　
九
日
努
酉
Y
天
皇
始
謝
融
劇
於
大
学
博
士
善
瀬
朝
臣
変
成
一
也

(
日
本
紀
略
、
仁
和
四
年
九
月
)

伺
　
寛
平
元
年
(
芸
)
十
万
九
日
細
賓
三
至
ハ
用
土
二
日
講
撃
、

博
士
善
愛
成
把
レ
巻
奉
レ
投
、
別
駕
忠
臣
侍
読
都
読
、
易
之
濫
倍

音
氏
家
集
、
群
書
類
従
本
)

桐
　
河
ハ
仁
聖
書
十
一
月
十
七
区
丙
成
即
位
子
太
極
腰
、
同
四
年
(
八
八
九
)

林
　
　
芳
　
　
規

十
月
九
日
英
酉
始
詞
倒
劇
年
廿
二
仔
読
大
学
博
士
善
淋
朝
臣
変
成
(
大
鏡
裏
書
)

⇔
　
此
間
徒
然
之
間
、
訊
刻
欄
、
是
知
命
之
後
、
可
見
此
書
之
由
、
有
古
人

口
伝
、
而
割
判
御
訊
之
由
見
御
記
、
是
肝
許
御
年
欺
、
未
勘
之
、
又
漠
朝

人
多
以
幼
年
学
之
、
予
心
中
窮
疑
之
(
花
園
院
辰
記
、
正
中
二
年
六
月
十
七
日
)

榊
九
日
、
(
㌔
章
博
士
紀
長
谷
雄
始
読
二
渕
劃
-

(
日
本
紀
略
、
寛
平
三
年
正
月
)

的
　
十
三
日
甲
子
、
斉
世
親
王
於
=
大
学
寮
】
始
読
レ
書
、
即
召
】
商
業
生
以
下

生
徒
三
百
許
人
蒜
レ
軋
㌔
=
饗
膳
∵
朱
紫
之
輩
▼
会
果
如
レ
雲
、
文
章

博
士
紀
朝
臣
長
谷
雄
講
二
惑
二
両
上
、
寛
平
八
年
二
月
)

用
　
十
九
日
、
文
章
博
士
紀
長
谷
雄
琴
一
刻
避
-
丁
(
同
上
、
寛
平
八
年
十
月
)

紛
　
臣
長
谷
雄
講
=
矧
卦
却
潤
春
家
献
=
新
扶
萬
葉
集
一

(
伝
燈
広
銃
、
広
沢
方
二
)

2
御
出
家
、
漕
頂
(
師
主
塁
羞
訴
益
信
、
重
受
師
主
天
台
宗
増
命
)

川
　
昌
泰
二
年
十
月
廿
四
日
、
太
上
皇
落
餞
入
道
肝
三
、
仁
和
等
湛
頂
堂
、

権
大
僧
都
益
信
奉
レ
授
二
三
帰
十
善
戒
】
御
名
金
剛
覚
、
…
…
十
一
月
廿
四



.
日
甲
寅
、
於
こ
東
大
寺
↓
登
鮭
受
戒
(
日
本
紀
略
、
昌
泰
二
年
)

的
昌
泰
二
年
紀
十
月
廿
四
日
、
御
出
家
、
欄
望
御
法
名
空
理
、
後
改
金

剛
覚
、
御
戒
師
円
城
寺
益
信
僧
正
、
肝
璧
御
剃
髪
叡
南
法
師
、
同
月
日
、

仁
和
寺
被
始
置
布
薩
、
以
益
信
為
戒
師
、
以
観
賢
為
維
邦
、
同
十
一
月
廿

二
日
、
於
東
大
寺
御
受
戒
。
…
壷
事
元
年
酵
十
二
月
十
三
日
辛
卯
、

語
‥
於
東
寺
港
頂
院
御
濯
項
譜
二
大
阿
国
梨
益
信
僧
正
、
軒
噛
憎
輿

教
授
神
目
律
師
、
色
衆
八
十
人
、
威
儀
親
王
・
公
卿
・
殿
上
・
侍
臣
済
々

焉
(
仁
和
寺
御
伝
〔
顕
琵
書
写
本
〕
、
仁
和
寺
史
料
所
収
)

囲
　
延
書
十
年
九
月
日
、
・
法
皇
登
〓
天
台
山
可
於
〓
座
主
増
命
房
へ
受
〓
濯
頂
↓

・
共
次
、
廻
心
之
御
受
戒
、
々
壇
現
こ
紫
金
之
光
↓
天
子
聞
レ
之
、
遣
レ
使
授
こ

増
命
法
眼
和
尚
位
】
(
日
本
紀
略
、
延
喜
十
年
)
・

例
同
十
年
碩
八
月
廿
八
日
、
逢
増
命
僧
正
御
重
受
(
仁
和
寺
御
伝
〔
顕
望
月

・
写
本
〕
、
仁
和
寺
史
料
所
収
)
・

3
法
統
、
.
港
頂
弟
子

肋
　
権
僧
正
観
賢
付
法
九
人
般
若
寺
-
E
増
命
大
法
師
元
興
寺

「重」
法
皇
寛
平
法
皇

(
醍
醐
寺
蔵
伝
法
港
頂
師
資
相
承
血
脈
、
抄
出
)

㈲
僧
正
益
信
付
学
七
人
・
」
禅
定
法
基
酬
㌔
鮒
撃
三
人
-

(
真
寂
法
三
親
王
、
寛
蓮
、
.
会
理
、
廷
倣
、
貞
慶
、
玄
照
八
宗
嫡
師
入
室

弟
子
)
を
掲
グ
)

右
六
人
、
延
喜
八
年
五
月
三
日
、
発
酉
撃
糧
於
東
寺
蒋
頂
院
伝
授
之

師
主
御
年
四
十
二
、
戎
本
云
此
日
東
空

入

油

頂

壇

、

率

打

金

剛

輪

菩

薩

云

ミ

　

　

　

　

　

　

　

,

(
貞
寿
、
貞
蓮
、
貞
従
、
仁
元
、
仁
選
、
寛
空
(
建
窯
軍
神
昇
ヲ
掲

グ
)
右
七
人
、
延
喜
十
八
年
繋
月
十
七
日
、
戊
鳥
輿
於
嵯
政
大
覚
寺
授
之

(
大
日
本
史
料
所
収
「
寡
言
伝
法
海
頂
師
資
相
承
血
脈
」
)

4
御
造
営
、
創
建
(
仁
和
寺
、
円
堂
、
延
暦
寺
西
塔
批
虚
遮
郡
仏
)

伺
　
同
(
延
喜
)
四
年
誓
言
、
営
童
子
仁
和
寺

(
仁
和
寺
御
伝
〔
顕
謹
書
写
本
〕
、
仁
和
寺
史
料
所
収
)

例
　
作
広
沢
二
祖
、
仁
和
開
山
、
別
営
精
修
密
観
之
室
、
詔
日
密
厳
院
南
御

室
、
四
年
三
月
、
新
建
円
堂
、
安
置
金
剛
界
三
摩
耶
形

(
伝
燈
広
録
、
広
沢
方
二
)

の
　
延
長
初
、
太
上
法
皇
亭
多
御
幸
山
頂
時
、
静
観
増
命
僧
正
蒙
勅
命
、
造
五

仏
中
量
批
慮
述
部
仏
、
採
色
荘
厳
、
微
妙
具
足
、
是
法
皇
御
願
也
云
々

(
四
大
寺
伝
記
、
延
暦
寺
、
一
西
塔
釈
迦
堂
)

5
出
家
後
の
御
在
住

S
　
か
く
て
、
み
か
ど
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
二
年
と
い
ふ
に
、
御
く
し
お
ろ

さ
せ
た
ま
ひ
て
、
仁
和
寺
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
す
ま
せ
た
ま
ふ
(
「
晋
勢
集
」
)

的
　
但
寛
平
法
皇
、
以
こ
仁
和
一
為
〓
皇
居
当
如
秘
教
御
伝
持
了

(
報
恩
院
文
書
一
、
大
日
本
史
料
に
よ
る
)

榊
　
京
極
の
御
や
す
所
尼
に
成
り
て
、
戒
う
け
む
と
て
、
仁
和
寺
に
わ
た
り

て
侍
り
け
れ
は
、
あ
っ
み
の
み
こ
(
歌
略
)
(
後
撰
和
歌
集
、
喆
一
)

の
　
七
月
十
九
日
、
甲
辰
、
戊
時
宇
多
院
太
上
法
皇
崩
〓
於
仁
和
寺
御
宝
l
、

嫡
㌘
(
日
本
紀
略
、
東
平
元
年
)

(
2
)

6
著
述
(
抄
出
)

例
寛
平
御
記
十
巻
二
見
孟
讐
(
花
園
院
左
記
、
他
)



伸
　
寛
平
遺
誠
一
巻
(
木
材
書
籍
日
録
、
他
)

飼
　
金
剛
項
蓮
華
部
心
念
詞
次
第
二
巻

胎
蔵
界
念
詞
次
第
二
巻
(
釈
教
謂
師
製
作
目
録
)

的
　
十
八
這
次
第
事
、
節
目
、
或
云
、
法
皇
御
作
云
々
、
而
円
堂
御
荏
蔵
御

自
筆
日
記
有
之
、
仏
界
十
八
道
自
作
芸
云
(
三
伯
記
類
聖
二
)

の
.
胎
意
界
略
述
詣
倍
音
ア
リ
一
帖

へ
上
包
)
寛
平
法
皇
御
作
也
、
虫
払
撃
、
元
和
八
年
卯
月
廿
八
日
、
寛
永
十

二
卯
十
三
虫
払
了
(
仁
和
寺
採
訪
目
録
、
大
日
本
史
料
に
よ
る
)

右
に
掲
げ
た
事
項
に
若
干
の
補
足
を
加
え
る
。

第
二
は
仁
和
寺
に
つ
い
て
で
あ
る
。
仁
和
寺
は
法
皇
が
御
父
光
孝
天
皇
の
遺

業
を
承
け
て
仁
和
四
年
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
、
二
年
後
の
寛
平
二
年
(
八
九
〇
)

に
は
耽
虞
連
邦
業
一
人
、
摩
討
止
観
業
一
人
の
年
分
度
音
を
置
く
べ
き
官
符
を

(
3
)

賜
い
、
又
、
別
当
に
天
台
宗
比
叡
山
の
幽
仙
が
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
は
、

法
皇
の
節
主
た
る
天
台
宗
の
増
命
に
つ
い
て
で
あ
る
。
増
命
は
延
暦
寺
第
十
代

座
主
、
三
井
第
三
代
で
、
叡
山
で
修
学
、
又
法
皇
と
共
に
観
賢
に
も
受
学
、
密
教

と
し
て
は
直
接
に
は
智
証
大
師
流
、
間
接
に
は
慈
覚
大
師
流
を
伝
え
、
法
皇
に

(
4
)

授
け
た
蘇
悉
地
法
は
慈
覚
大
師
の
相
伝
に
か
か
る
も
の
と
さ
れ
る
。
第
三
は
、

法
皇
の
著
述
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
右
記
保
安
元
年
(
≡
○
)
四
月
廿
四
日
の

条
に
よ
れ
ば
、
仁
和
寺
焼
亡
の
時
に
法
皇
御
物
は
散
侠
し
た
と
あ
り
、
鷲
尾
順

敬
師
は
、
法
皇
の
哀
翰
が
仏
教
の
う
ち
畢
言
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
今
是
等
に
つ
い
て
全
く
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
さ
れ
、
唯
、
東
山
御

文
庫
蔵
の
周
易
抄
一
巻
が
宇
多
天
皇
の
笈
翰
で
あ
り
、
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る

(
5
)

と
さ
れ
た
。
周
易
抄
は
昭
和
二
年
十
二
月
に
宮
内
省
よ
り
複
製
公
刊
さ
れ
た
解

説
に
も
定
翰
と
さ
れ
、
吉
沢
義
則
博
士
、
中
田
祝
夫
博
士
も
定
鞄
と
し
て
論
を

(
6
)

進
め
ら
れ
た
。
但
し
法
皇
の
笈
翰
で
あ
る
確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
寛
平
法
皇
の
訓
点
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
論
考
は
、
主
に
右
掲
の
東

山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
唯
一
の
訓
点
資
料
で
あ

った。先
ず
、
吉
沢
義
則
博
士
は
、
「
東
山
御
文
庫
本
字
多
天
皇
笈
翰
周
易
抄
御
点
」

と
し
て
、
周
易
抄
に
加
点
さ
れ
て
い
る
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
さ
れ
、
六
壷
の
点
図
を

(
7
)

示
さ
れ
た
。
次
い
で
、
中
田
祝
夫
博
士
は
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

1
周
易
抄
に
あ
る
訓
註
は
大
学
博
士
善
淵
愛
成
が
授
け
奉
っ
た
も
の
で
、
周

▼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

)

易
講
読
は
寛
平
元
年
か
ら
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
い
る
。

(
9
)

2
そ
の
ヲ
コ
ト
点
は
博
士
家
、
こ
と
に
直
接
に
善
淵
氏
な
ど
よ
り
出
て
い
る
。

3
周
易
抄
の
ヲ
コ
ト
点
と
、
寛
平
八
年
の
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
疏
古
点
と
の
直

.
按
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
博
士
家
が
い
か
に
し
て
叡
山
の
点

(
1
0
)

法
を
受
け
つ
た
え
た
か
も
判
明
し
な
い
。

以
上
の
点
で
あ
る
。

尚
、
中
田
祝
夫
博
士
は
、
仁
和
寺
所
用
の
円
堂
点
と
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
疏
寛

平
八
年
点
と
の
関
係
を
推
定
さ
れ
る
に
当
り
、
宇
多
天
皇
を
介
在
さ
せ
る
方
法

(n)

を
採
ら
れ
、
.
次
の
よ
う
に
説
か
れ
た
。

の
　
宇
多
天
皇
は
、
真
言
宗
の
益
信
を
一
時
受
戒
の
師
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ

は
尚
侍
淑
子
の
推
薦
に
従
ヴ
た
ま
で
で
、
点
法
授
受
に
及
ぶ
も
の
で
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
後
は
天
台
宗
に
帰
依
さ
れ
関
係
を
保
持
さ
れ
た
。

何
　
字
多
天
皇
建
立
の
仁
和
寺
は
、
創
建
当
時
に
お
い
て
天
台
宗
の
僧
寺
で

あ
り
、
仁
和
寺
初
代
の
別
当
幽
仙
は
叡
山
の
天
台
宗
僧
で
慈
覚
大
師
の
弟



子
で
あ
り
、
幽
仙
入
寂
後
も
仁
和
寺
は
天
台
宗
と
の
関
係
が
親
密
で
あ
っ

た
.
。

の
.
蘇
悉
地
掲
罷
経
路
疏
寛
平
八
年
点
の
加
点
者
で
あ
る
延
暦
寺
掩
持
院
の

像
昭
は
、
幽
仙
と
同
門
で
慈
覚
大
師
の
弟
子
で
あ
る
。

(
1

2
)

国
.
「
円
堂
点
の
御
創
造
者
宇
多
法
皇
」
と
天
台
宗
と
の
関
係
か
ら
す
れ

ば
、
幽
仙
が
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
ヲ
コ
ト
点
(
寛
平
息
と
同
系
)
が
仁
和
寺

に
伝
え
ら
れ
て
円
堂
点
の
祖
点
と
な
?
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

や
や
詳
し
く
引
用
さ
せ
て
攻
い
た
.
の
は
、
以
下
の
音
数
に
関
係
す
る
l
と
こ
ろ
が

大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
ゐ
後
、
敷
島
裕
博
士
・
に
よ
っ
て
、
周
易
抄
に
凧
い
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法

(
1

3
)
(
1
4
)

が
、
「
乙
点
図
」
で
あ
き
し
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
.
又
、
一

.
ニ
保
忠
夫
氏
は
、

乙
点
図
と
貯
堂
点
と
が
親
子
関
係
で
あ
る
こ
と
を
、
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
の
比
較

(
1
5
)

に
よ
っ
て
説
い
た
。

築
島
博
士
は
、
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
も
乙
点
図
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
、
周
易
抄
の
チ
コ
ト
点
と
関
係
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
更

°に
石
山
寺
旧
蔵
本
金
酢
琅
瑜
伽
修
瞥
耽
虚
遽
型
二
摩
地
法
天
暦
三
年
点
も
同
じ

点
法
で
あ
り
、
こ
れ
水
池
上
傲
都
寛
忠
の
加
点
か
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
点
漁
が
天
皇
好
比
靡
山
か
ら
、
・
寛
平
法
皇
に
よ
り
仁
和
寺
天
台
宗
に

伝
わ
り
、
寛
息
の
仁
和
寺
蔓
吾
が
に
伝
え
ら
れ
た
と
説
か
れ
た
。

し
か
し
、
鳳
易
抄
が
寛
平
法
皇
の
昆
翰
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
確
証
が
得
ら
れ
な
い
史
ま
で
あ
る
。
若
し
笈
翰
で
な
い
と
す
る
な
ら

ば
＼
蘇
番
地
渇
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
と
仁
和
寺
天
台
宗
と
の
関
係
を
結
び
つ

け
る
繋
ぎ
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
又
、
寛
忠
も
仁
和
寺
の
寛
空
か
ら
濯
頂
を
受

け
た
の
が
康
保
二
年
(
九
歪
)
で
あ
り
、
.
東
寺
長
者
(
安
和
二
年
へ
九
宍
)
-
貞

元
二
車
八
九
宅
)
)
、
仁
和
寺
法
務
(
入
滅
時
)
を
務
め
た
の
は
晩
年
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
金
剛
頂
経
三
摩
地
法
加
点
の
天
暦
三
年
(
九
四
九
)
よ
り
四
年
前
の

天
慶
九
年
に
石
山
寺
淳
祐
か
ら
濯
項
を
受
け
、
天
暦
七
年
に
は
淳
祐
の
跡
を
受

け
て
石
山
寺
第
四
世
座
主
と
な
っ
て
お
り
、
康
和
二
年
(
九
歪
)
正
月
廿
四
日

(
1
6
)

に
は
石
山
寺
で
石
山
内
供
雅
守
に
こ
の
金
剛
頂
経
三
摩
地
法
を
授
け
て
い
る
か

ら
、
こ
の
点
本
と
仁
和
寺
と
の
関
係
は
確
か
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
乙
点
図
と

仁
和
寺
と
の
関
係
そ
の
も
の
が
成
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。と
こ
ろ
が
、
今
般
、
寛
平
法
皇
の
訓
点
を
施
し
た
と
見
ら
れ
る
経
典
が
二
種

類
も
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
文
献
の
紹
介
か
ら
始
め
た
い
。

二
　
寛
平
法
皇
の
訓
点
の
新
資
料
二
種

寛
平
法
皇
の
訓
点
の
経
典
二
種
と
は
、
一
つ
が
東
寺
金
剛
蔵
の
胎
蔵
秘
密
略

大
軌
本
来
二
巻
及
び
胎
蔵
略
述
一
巻
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
高
野
山
大
学
図
書

館
蔵
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
一
巻
で
あ
る
。

東
寺
金
剛
蔵
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
二
巻
(
七
十
一
箱
七
号
)
は
、
巻
子
本
で

本
文
は
平
安
初
中
期
の
交
(
昌
泰
・
延
睾
頃
)
の
書
写
、
料
紙
は
麻
斐
交
漉
紙
、

本
が
二
十
紙
、
末
が
十
六
紙
を
用
い
、
天
地
二
十
九
・
四
糎
、
本
が
全
長
一
〇

三
三
二
一
権
、
末
が
全
長
八
四
五
二
二
糎
に
塁
界
(
界
高
二
二
・
三
窄
界
椙
三

二
粗
)
を
施
し
て
い
る
。
茶
地
の
原
表
紙
、
素
木
の
原
軸
を
存
し
、
外
題
を
本

文
と
同
筆
で
、
「
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
(
ま
)
　
小
僧
作
」
と
書
し
て
い
る
。
内
題
・

属
題
は
、
本
・
末
各
巻
と
も
に
無
く
、
奥
書
も
両
巻
と
も
に
無
い
。
本
巻
の
菜



紙
見
返
に
後
筆
朱
書
で
、
二
巻
本
有
之
与
今
本
同
/
又
胎
嵐
略
述
具
小
僧
作
一

巻
術
語
芸
欺
」
と
あ
る
。
こ
の
胎
蔵
略
述
一
巻
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
本

文
は
、
本
巻
が
「
往
神
童
門
讃
浄
身
巳
」
に
始
ま
っ
て
、
「
篇
率
七
」
次
…
…

按
項
か
帝
惹
恵
底
但
佗
帝
婆
喋
賀
」
に
終
り
、
末
巻
が
「
無
能
勝
妃
之
次
」
に

始
ま
.
っ
て
、
「
義
軍
ニ
」
次
普
礼
観
能
膏
所
行
自
性
空
了
出
道
場
」
に
終
る
。

二
巻
と
も
に
全
巻
に
わ
た
り
同
筆
の
朱
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
訓
点

は
、
朱
の
仮
名
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
等
で
あ
り
、
加
点
の
晴
期
は
本
文
書

写
と
同
じ
昌
泰
・
延
喜
頃
と
見
ら
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
第
一
図
の
よ
う
に
帰

納
せ
ら
れ
る
。
そ
の
点
法
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
仮
称
さ
れ
た
「
乙
点
図
」

(
以
下
悪
覚
大
師
点
と
呼
ぶ
。
注
1
3
参
照
。
)
と
一
致
す
る
。
こ
れ
を
蘇
悉
地
渇
羅
経

略
琉
寛
平
八
年
点
の
ヲ
コ
ト
点
(
第
二
図
)
と
比
較
す
る
と
、
相
互
に
使
用
例
の

な
い
点
を
除
き
良
く
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

第
一
図
　
東
寺
金
剛
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
ヲ
コ
ト
点
図

夢
二
囲
　
蘇
悉
地
温
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
の
ヲ
コ
ト
点
図

ヲ

　

　

カ

　

バ

　

_

　

ヤ

レ

　

　

　

ヨ

ニ
　
ト
キ
　
テ
　
●
反
レ

セ
ム
　
セ
ル

ロ
…
ロ

二二:
詑●　句■

主トーン

匝
□
且

入
声

平
声

次
に
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
仮
名
字
体
は
、
第
三
図
(
各
欄
上
段
)
の
よ
う
に

帰
納
せ
ら
れ
る
。
そ
の
字
体
は
、
テ
・
マ
の
字
体
等
に
お
い
て
、
慈
覚
大
師
点

を
使
用
し
た
訓
点
本
の
片
仮
名
字
体
の
う
ち
特
徴
的
な
字
体
に
一
致
す
る
。
こ

の
.
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

同
じ
く
東
寺
金
剛
蔵
の
胎
蔵
略
述
一
巻
(
八
十
箱
四
十
五
号
)
は
、
巻
子
本
で

本
文
は
平
安
初
中
期
の
交
(
昌
泰
・
延
喜
頃
)
の
書
写
、
料
紙
は
麻
斐
交
漉
紙
、

二
十
一
紙
を
用
い
、
天
地
二
九
・
二
五
糎
、
全
長
二
〇
九
・
〇
糎
に
、
墨
界

(
界
高
二
二
一
糎
、
界
幅
二
・
二
糎
)
を
施
し
て
い
る
。
茶
地
の
原
表
紙
、
素
木

の
原
軸
を
存
し
、
外
題
を
本
文
と
同
筆
で
、
「
胎
蔵
略
述
具
　
小
僧
作
」
と
害

し
て
お
り
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
二
巻
の
外
題
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
内

題
・
尾
題
は
無
く
、
奥
書
も
無
い
。
見
返
に
後
筆
朱
書
で
、
「
胎
蔵
秘
密
略
大

軌
本
来
二
巻
小
敵
疆
′
今
本
之
鹿
本
欺
」
と
あ
る
・
本
文
は
「
住
…
…
」
に
始

ま
っ
て
「
義
軍
」
次
普
礼
.
観
能
行
所
行
自
性
空
了
出
道
場
」
に
終
る
。
本
文

-　5



第
三
図
　
東
寺
金
剛
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
・
胎
蔵
略
述
の
仮
名
字
体

(
各
欄
、
上
段
=
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
、
下
段
=
胎
蔵
略
述
)

東
寺
金
剛
蔵
胎
蔵
略
述
の
ヲ
コ
ト
点
図

ワ ラ ヤ マ ハ ナ タ サ カ ア
う ヤ 了 ′＼ :t

t

夕

タ

{ ア

ヰ リ ヒ チ シ キ イ
り -
・一′.、
じ -F
-
カ

メ

＼

＼

1-1111もイ

イ

ル ユ ム フ .ヌ ツ ス タ ウ
⊥ ム λ

メ

ア

ブ

ヱ レ エ メ へ ネ テ セ ケ 衣
し 工 ノし て

て

七 ら

ち

ヲ~ 1コ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ
° ヲ 芝 ホ 乙

∠.

去
声
.「
一

の
筆
跡
は
端
正
な
筆
致
で
あ
り
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
二
巻
と
同
筆
で
あ
る
。

全
巻
に
わ
た
り
朱
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
は
、
朱
の
仮
名
、
朱

の
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
等
で
あ
り
、
加
点
の
時
期
は
本
文
書
写
と
同
じ
昌
泰
・
延

亭
頃
と
見
ら
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
、
第
四
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
使
用

例
は
多
く
は
な
い
が
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
二
巻
と
同
じ
点
法
で
あ
る
。

又
、
仮
名
字
体
は
、
第
三
因
(
各
欄
下
段
)
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
、
胎
蔵

秘
密
略
大
軌
二
巻
と
同
じ
字
体
で
あ
る
。
即
ち
、
訓
点
も
亦
、
胎
蔵
秘
密
略
大

軌
二
巻
と
同
一
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
。

新
資
料
の
第
二
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
の
胎
歳
秘
密
略
大
軌
本
末
一
巻

で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
光
明
院
本
で
あ
っ
.
て
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
本
と
末
と

を
一
巻
と
し
て
巻
子
本
に
仕
立
て
て
あ
る
。
本
文
書
写
は
、
平
安
初
中
期
の
交

(
昌
泰
・
延
事
項
)
で
あ
り
、
料
紙
は
麻
斐
交
漉
紙
で
、
全
二
十
九
紙
(
一
紙
長
五

五
・
六
糎
、
一
紙
二
十
七
行
)
を
用
い
、
天
地
二
九
二
一
糎
、
全
長
一
六
一
二
権

程
度
に
墨
界
(
界
高
二
二
・
四
権
、
界
帽
二
二
一
権
)
を
施
し
て
い
る
。
保
存
は
良

好
で
、
巻
首
二
行
の
上
部
が
破
損
し
五
、
六
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
画
の
一
部
を

欠
く
他
は
、
虫
損
破
損
が
殆
ど
な
い
。
東
寺
侶
賢
賀
の
修
補
奥
書
の
他
は
原
本

の
奥
書
が
無
く
、
内
題
・
尾
題
も
な
い
。
桐
紋
散
ら
し
の
後
補
表
紙
に
外
題

「
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
　
小
僧
作
」
と
書
し
、
象
牙
の
後
補
軸
を
有
す
る
。
後
補

表
紙
見
返
に
、
賢
賀
の
筆
跡
で
、

□
此
一
軸
者
　
法
皇
御
作
廉
沢
囲
方
胎
蔵
界
次
第
也
・
・

=
　
一
団
一
巻
同
本
也
此
外
胎
蔵
圃
口
一
巻
有
之

賢
賀
誌
之

と
書
き
、
後
補
表
紙
と
見
返
と
の
継
目
外
側
に
、
同
じ
く
賢
賀
筆
の
「
勧
修
寺

大
裡
蔵
」
と
あ
る
。
又
、
修
補
奥
書
が
巻
末
補
我
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。



宝
暦
第
二
礪
集
壬
申
仲
夏
廿
二
日
所
感
得
了
可

為
大
在
蔵
之
秘
本
也
　
　
僧
正
賢
是
㌘

こ
の
種
の
賢
賀
の
修
揃
奥
書
は
、
東
寺
金
剛
蔵
の
現
存
本
に
多
い
こ
と
か
ら
見

て
、
高
野
山
光
明
院
本
も
も
と
東
寺
の
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
文

は
、
「
往
神
宝
門
頂
浄
身
巳
」
に
始
ま
っ
て
、
萎
評
ハ
」
次
普
礼
観
能
行
所

行
自
性
空
了
田
道
場
」
に
終
り
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
本
末
の
全
文
を
存
し
て

い
る
。
第
五
図
　
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
光
明
院
本
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
ヲ
コ
ト
点
図

訓
点
は
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
朱
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
等
が
嬉
さ
れ
、

又
、
角
筆
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
が
散
在
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
の

時
期
は
、
朱
点
・
角
筆
点
と
も
に
本
文
書
写
と
同
じ
昌
泰
・
廷
喜
頃
と
見
ら
れ

る
。
朱
点
・
角
筆
点
の
ヲ
コ
ト
点
は
第
五
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
点
法

は
、
と
も
に
慈
覚
大
師
点
で
あ
り
、
東
寺
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述

と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

又
、
仮
名
字
体
は
第
六
図
(
各
欄
と
も
上
段
が
朱
点
、
下
段
が
角
筆
点
)
の
よ
う

第
六
図
　
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
光
明
院
本
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の

・
仮
名
字
体
(
各
欄
上
段
=
朱
点
、
下
段
=
角
彗
点
)

(朱点)(角筆点)
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に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
東
寺
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
と
全
く
同
じ
で

あ
る
。以
上
の
二
種
の
新
資
料
、
即
ち
東
寺
金
剛
蔵
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
宋
二
巻

及
び
胎
蔵
略
述
一
巻
と
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
の
光
明
院
本
胎
蔵
秘
密
略
大
軌

本
末
一
巻
と
を
比
べ
る
と
、
胎
蔵
略
述
は
東
寺
金
剛
蔵
に
現
存
し
光
明
院
本
に

は
存
し
な
い
が
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
は
東
寺
金
剛
蔵
に
も
光
明
院
本
に
も

現
存
し
て
い
る
。

東
寺
金
剛
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
(
以
下
、
「
東
寺
本
」
と
略
称
す
る
)
と
光
明

院
本
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
本
末
(
以
下
、
「
光
明
院
本
」
と
略
称
す
る
)
と
は
、
本
文
書

写
及
び
加
点
時
期
が
同
じ
で
あ
り
、
訓
点
の
ヲ
コ
ト
点
法
も
仮
名
字
体
も
全
く

同
一
で
あ
っ
て
、
極
め
て
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
両
本
の
関
係
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
す
る
。

H
、
東
寺
本
も
光
明
院
本
も
、
も
と
東
寺
に
あ
っ
た
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

川
光
明
院
本
の
修
補
奥
書
に
、
東
寺
の
賢
賀
僧
正
の
文
字
が
あ
る
こ
と
、
周
東

寺
本
の
表
紙
見
返
に
朱
書
で
「
一
巻
本
有
之
与
今
本
同
/
又
胎
蔵
略
述
具
小
僧

作
一
蕎
諾
意
」
と
あ
る
「
一
巻
本
」
が
光
明
院
本
に
当
り
、
「
胎
蔵
略
述
具

小
僧
作
一
巻
」
は
東
寺
金
剛
蔵
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
、
㈱
光
明
院
本
の
表
紙

見
返
に
「
此
外
胎
蔵
略
述
一
巻
有
之
」
と
賢
賀
が
誌
し
て
い
る
の
が
、
東
寺
金

剛
蔵
の
胎
蔵
略
述
(
八
十
箱
四
十
五
号
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
二
本
と
胎
蔵
略
述
と
が
、
本
来
一
具

の
も
の
と
し
て
東
寺
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

q
東
寺
本
と
光
明
院
本
と
は
、
共
に
巻
子
仕
立
て
で
あ
り
、
共
に
麻
斐
交
腺

の
繊
維
の
細
か
い
気
品
の
あ
る
良
質
紙
を
使
用
し
、
天
地
の
高
さ
、
界
線
の
高

さ
・
幅
が
一
致
し
て
い
る
e

⇔
、
本
文
は
全
く
同
文
で
あ
る
が
、
東
寺
本
は
こ
巻
仕
立
て
と
し
光
明
院
本
は

一
巻
仕
立
て
で
あ
っ
て
、
行
取
も
異
な
っ
て
い
る
。
一
行
の
字
数
は
光
明
院
本

の
方
が
多
い
。

伺
、
本
文
の
書
写
時
期
は
南
本
と
も
同
じ
と
見
ら
れ
、
字
体
・
字
形
は
両
本
が

酷
似
し
て
お
り
、
字
体
は
各
字
の
細
部
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
い
る
が
、
仔
細

に
比
較
す
る
と
少
異
が
あ
り
、
光
明
院
本
が
筆
致
が
の
び
や
か
で
勢
い
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
東
寺
本
の
方
は
形
は
整
っ
て
い
る
が
筆
勢
に
欠
け
て
堅
い
感
じ

が
あ
る
。

飼
、
光
明
院
本
は
字
句
の
訂
正
や
補
入
加
筆
が
全
巻
に
わ
た
り
多
く
見
ら
れ
る

が
、
東
寺
本
は
訂
正
・
補
入
加
筆
は
殆
ど
な
く
、
そ
の
本
文
は
光
明
院
本
が
訂

正
し
た
方
の
字
句
に
従
っ
て
お
り
、
光
明
院
本
の
行
間
補
入
字
句
を
本
行
に
入

れ
て
書
い
て
い
る
。
数
鐙
の
例
を
示
そ
う
。

1
　
光
明
院
本
の
「
次
忙
弄
鶏
覧
謹
桒
莫
三
員
多
段
駄
哺
」
の
・
印
の

「
相
合
也
」
「
段
駄
哺
」
は
、
紙
の
地
色
に
近
い
金
色
様
の
胡
粉
で
塗
抹

し
、
そ
の
上
か
ら
黒
色
で
「
印
」
「
輝
唾
」
と
訂
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所

l
を
東
寺
本
は
塗
抹
訂
正
も
な
く
「
次
忙
葬
畳
表
掴
桒
莫
三
塁
多
囁
噴
」

と
写
し
て
い
る
。

2
　
光
明
院
本
の
「
碇
畔
地
収
」
の
・
印
の
「
隼
」
は
朱
丸
に
て
ミ
セ
ケ
チ

と
し
、
「
地
」
は
金
色
様
の
胡
粉
で
塗
抹
し
、
そ
の
上
か
ら
黒
色
で
「
窃
」

と
訂
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を
東
寺
本
は
塗
抹
訂
正
も
な
く
、
「
駿
切
を
」

と
写
し
て
い
る
。

3
　
光
明
院
本
は
「
堅
」
「
依
」
字
の
「
手
」
「
衣
」
の
部
分
を
金
色
様
の
胡



粉
で
塗
抹
し
、
そ
の
上
か
ら
黒
色
で
「
弓
」
「
乍
」
と
訂
し
て
い
る
む
ご

の
字
を
菓
寺
本
は
最
初
か
ら
「
琴
」
「
作
」
と
写
し
て
い
る
。

4
　
「
手
間
二
寸
評
開
挙
」
は
、
光
明
院
本
で
は
行
間
に
朱
書
で
補
入
し
て

い
る
が
、
東
寺
本
は
最
初
か
ら
本
行
に
写
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
光
明

院
本
が
朱
書
補
入
し
た
文
字
を
東
寺
本
が
本
行
に
写
し
た
例
は
他
に
も
屡

屡
見
ら
れ
る

5
　
「
作
法
界
生
/
印
並
立
火
」
は
、
光
明
院
本
で
は
下
欄
外
に
墨
書
で
追

撃
し
て
い
る
が
、
東
寺
本
は
最
初
か
ら
本
文
に
割
注
と
し
て
写
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
種
の
光
明
院
本
が
墨
書
追
撃
し
た
字
句
を
東
寺
本
が
本
行
に
し

て
い
る
例
は
他
に
も
あ
る
。

6
　
光
明
院
本
は
「
墜
喘
囁
喀
」
と
書
き
、
三
宇
目
の
「
嗟
」
の
右
傍
に
塁

審
の
顛
倒
符
を
付
し
て
い
る
が
、
東
寺
本
は
最
初
か
ら
「
嗟
囁
略
曙
」
と

写
し
て
い
る
。

7
　
光
明
院
本
は
、
「
九
十
二
」
の
r
次
地
蔵
菩
薩
…
…
裟
囁
賀
」
か
ら
直
接

に
「
九
十
三
」
の
「
次
南
方
金
剛
手
…
…
」
に
続
い
て
お
り
、
そ
の
間
、

即
ち
「
賀
」
と
「
次
」
の
問
に
「
こ
印
を
加
え
、
当
該
箇
所
の
紙
背
に

「
次
諸
菩
薩
普
印
軌
云
」
以
下
八
行
の
文
章
を
書
き
、
「
可
入
地
蔵
次
」
と

挿
入
箇
所
を
注
記
し
て
い
る
。
東
寺
本
で
は
こ
の
八
行
の
文
章
が
、
「
九

十
二
」
の
地
蔵
菩
薩
の
次
に
最
初
か
ら
入
れ
て
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
光
明
院
本
が
真
書
し
て
い
る
文
章
を
東
寺
本
が
最
初
か
ら
本
文
に
入

れ
て
写
し
た
例
が
他
に
も
何
例
か
あ
る
。

8
　
条
項
を
示
す
「
六
十
六
」
の
朱
書
が
光
明
院
本
で
は
誤
っ
て
重
複
し
て

書
か
れ
、
「
六
十
八
」
に
移
り
「
六
十
七
」
が
飛
番
に
な
っ
て
い
る
が
、

東
寺
本
は
エ
バ
十
六
」
「
六
十
七
」
「
六
十
八
」
と
な
ゥ
て
い
る
か

困
、
訓
点
の
加
点
時
期
は
両
本
と
も
同
じ
と
見
ら
れ
、
ヲ
コ
ト
点
法
・
仮
名
字

体
も
一
致
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
各
字
に
加
え
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
の
位
置
や

形
、
及
び
仮
名
の
位
置
や
形
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
い
る
が
、
仔
細
に
比
較
す

る
と
少
異
が
あ
り
、
東
寺
本
の
方
が
筆
勢
に
欠
け
る
。

輿
光
明
院
本
は
巻
首
六
行
半
に
塁
点
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
り
、
そ
の
上
か
ら
朱

点
が
重
ね
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
朱
点
が
以
下
の
全
巻
に
及
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
恐
ら
く
当
初
加
点
用
具
が
一
定
せ
ず
、
墨
点
で
加
点
し
始
め
た
が
、
f
ぐ

に
朱
点
に
変
更
し
た
過
程
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。
東
寺
本
は
首
尾
す
べ
て
朱
点

の
み
で
あ
る
。

囲
、
光
明
院
本
に
は
角
筆
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
が
散
在
す
る
が
、
東
寺
本
に

は
角
筆
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
角
筆
点
を
東
寺
本
は
次
の
よ
う
に
処
置
し

て
い
る
。
1
　
燈
歴
。
(
入
軽
、
角
)
洛
怯
夜
(
「
歴
」
の
入
声
軽
の
圏
点
と
「
洛
」
の
「
リ
」
は
角
撃
)

光
明
院
本
は
こ
の
角
筆
点
の
上
か
ら
朱
点
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を

東
寺
本
(
9
4
行
目
)
は
朱
点
で
入
声
軽
の
圏
点
と
「
リ
」
の
仮
名
が
施
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
種
の
例
は
他
に
も
あ
る
。

2
　
7
嗟
踊
火
ア
曙
帽
農
水
嘱
。
(
入
、
角
)
(
「
ア
」
と
入
声
点
は
角
筆
)

タ
ム

薩
措
婆
野
(
「
タ
ム
」
は
角
筆
仮
名
)

光
明
院
本
は
こ
の
角
筆
点
だ
け
で
あ
り
、
朱
点
を
上
か
ら
な
ぞ
る
こ
と
は
し

て
い
な
い
。
こ
の
箇
所
を
東
寺
本
(
即
行
・
川
行
)
は
全
く
訓
点
を
付
し
て

い
な
い
。
こ
の
種
の
例
は
他
に
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
光
明
院
本
は
角
筆
を
以
て
訓
点
を
備
忘
的
に
書
入
れ
て
お
り
、
そ



れ
を
後
か
ら
朱
で
な
ぞ
っ
た
も
の
と
な
ぞ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
東
寺
本
は
、
朱
で
な
ぞ
っ
た
方
を
、
朱
点
で
写
し
て
い
る
が
、
角
筆

点
だ
け
の
も
の
は
、
訓
点
を
写
し
て
い
な
い
。

以
上
の
H
か
ら
印
ま
で
の
諸
事
項
を
総
合
し
て
考
え
る
の
に
、
光
明
院
本
は

草
稿
本
で
あ
り
、
東
寺
本
は
そ
の
浄
書
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
逆
は
成

立
た
な
い
。
同
時
期
の
書
写
加
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
本
は
親
子
関

係
か
又
は
そ
れ
に
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
昌
泰
・
廷

喜
頃
と
い
う
の
は
、
寛
平
法
皇
の
御
在
世
の
時
期
で
あ
る
。

胎
蔵
秘
密
略
大
軌
(
胎
蔵
界
次
第
と
も
呼
ば
れ
る
)
及
び
胎
蔵
略
述
が
、
寛
平

法
皇
の
御
著
述
で
あ
る
こ
と
は
、
川
仁
和
寺
採
訪
目
録
に
「
胎
蔵
界
略
述

巻
始
書
名
ノ
下

「
小
僧
作
」
ト
ア
リ
一
帖
」
と
あ
り
、
包
紙
(
元
和
八
年
)
に
「
寛
平
法
皇
御
作
也
」

と
あ
る
、
佃
三
個
記
類
衆
に
「
法
皇
両
界
次
第
草
本
各
一
巻
講
堂
覧
之
、
裏

書
被
書
之
外
題
云
、
金
剛
界
大
儀
軌
略
抄
、
肘
功
利
刃
倒
軌
略
抄
云
々
」
(
建
久

九
年
七
月
廿
一
日
)
と
あ
る
こ
と
、
㈱
光
明
院
本
の
表
紙
見
返
に
賢
賀
筆
で
「
此

一
軸
者
法
皇
御
作
廉
沢
御
方
胎
蔵
界
次
第
也
」
と
あ
る
こ
と
、
㈲
東
寺
本
の
外

題
下
に
本
文
と
同
筆
跡
の
「
小
僧
作
」
と
あ
り
、
「
小
僧
」
が
自
ら
「
聖
主
ノ

器
量
ニ
ア
ラ
ズ
」
(
愚
管
抄
)
と
さ
れ
た
法
皇
の
謙
称
で
あ
り
、
釈
教
諸
師
製
作

目
録
に
胎
蔵
界
念
諦
次
第
に
つ
い
て
「
寛
平
小
僧
法
皇
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
知
ら
れ
る
。

三
　
周
易
抄
と
新
資
料
二
種
と
の
瀾
係

東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
一
巻
は
、
古
来
宇
多
天
皇
笈
翰
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(
1
7
)

が
、
こ
の
本
自
体
に
そ
の
証
と
な
る
も
の
は
な
く
、
又
他
に
こ
れ
と
比
佼
す
べ

き
宇
多
天
皇
の
笈
翰
に
も
恵
ま
れ
な
い
為
に
、
そ
の
確
証
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま

で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
周
易
抄
の
書
写
年
代
推
定
の
一
つ
の
手
掛
り
と
さ
れ

る
の
は
そ
の
紙
背
文
書
で
あ
る
。
そ
の
文
書
は
「
装
溝
紙
厚
く
し
て
詳
か
に
見

る
こ
と
得
ず
」
(
複
製
本
解
説
)
と
さ
れ
る
が
、
最
近
、
飯
田
瑞
穂
氏
が
そ
の
十

(
1
8
)

二
通
の
太
政
官
符
案
の
解
読
文
を
示
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
九
年
(
八
九
七
)
三
月

七
日
、
廿
六
日
、
四
月
三
日
、
七
日
、
八
日
の
日
付
を
持
ち
山
城
守
平
朝
臣
事

(
1
9
)

長
、
左
大
史
壬
生
望
材
の
自
署
が
あ
る
。
周
易
抄
は
こ
の
紙
背
を
利
用
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
の
御
譲
位
は
こ
の
年
七
月
五
日
で
あ
り
、
季

長
は
そ
の
十
七
日
後
に
卒
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
か
ら
見
て
、
周
易
抄
は
、
寛

平
九
年
四
月
八
日
以
降
、
そ
の
時
か
ら
甚
し
く
隔
た
ら
な
い
時
期
に
書
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
仮
に
、
宇
多
天
皇
の
笈
翰
と
し
て
も
、
善
淵
変
成
が
天
一

皇
に
周
易
講
読
を
さ
れ
た
寛
平
元
年
か
ら
三
年
の
間
の
折
の
書
写
本
と
見
る
説
　
1
0

は
成
立
た
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

周
易
抄
は
、
周
易
の
本
文
と
王
粥
の
注
か
ら
語
句
を
抄
出
し
て
そ
の
意
味
と

訓
と
を
示
し
た
も
の
で
、
訓
は
抄
出
語
句
の
直
後
に
当
時
の
草
仮
名
で
表
記
し

て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
抄
出
し
た
短
語
句
の
漢
字
に
ヲ
コ
ト
点
と
省
画
仮

名
・
声
点
を
も
付
し
て
あ
る
。
こ
の
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
し
た
の
が
第
七
図
で
あ

第
七
図
　
東
山
御
文
様
蔵
周
易
抄
の
ヲ
コ
ト
点
図

ヲ

　

　

カ

　

　

バ

　

■

ニ

ト

キ

　

テ

・

五



る
。
築
島
裕
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
乙
点
図
、
即
ち
慈
覚
大
師
点
で
あ

る
。
吉
沢
義
則
博
士
は
、
第
二
壷
の
中
上
の
横
線
を
「
訓
」
、
第
三
壷
の
中
央

の
だ
禄
を
「
音
」
、
又
漢
字
左
下
の
「
ヰ
」
を
「
ナ
リ
」
と
さ
れ
た
が
、
原
文

に
即
し
て
訓
読
す
る
と
/
そ
れ
ぞ
れ
「
ト
」
「
ナ
リ
」
と
訓
み
改
め
ら
れ
、
又

「
ナ
リ
」
と
誤
解
さ
れ
た
の
は
仮
名
「
ソ
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ヲ
コ
ト
点
法

は
慈
覚
大
師
点
に
全
く
一
致
す
る
。

次
に
、
周
易
抄
の
抄
田
語
句
に
訓
点
と
し
て
加
え
ら
れ
た
仮
名
字
体
は
、
第°

第
八
回
　
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
の
仮
名
字
体
(
傍
訓
)

)(
　
内
は
別
注
に
流
用
し
た
も
の
)
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八
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述

の
仮
名
字
体
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。

周
易
抄
の
訓
点
を
、
東
寺
本
・
光
明
院
本
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略

述
の
訓
点
と
比
較
す
る
と
、
右
の
よ
う
に
、
ヲ
コ
ト
点
法
も
、
仮
名
字
体
立
花

全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
仮
名
字
体
は
、
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
極

め
て
特
異
で
あ
っ
て
、
他
に
は
、
慈
覚
大
師
点
を
使
用
し
た
諸
資
料
に
テ
・
マ

な
ど
特
徴
的
字
体
が
通
じ
て
近
似
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
一
致
し
な
い
字
体
も

多
く
、
慈
覚
大
師
点
以
外
の
資
料
に
至
っ
て
は
甚
し
く
相
違
し
て
い
る
。

そ
の
字
体
の
顕
著
な
特
色
は
、
草
仮
名
を
字
母
と
し
て
そ
の
筆
画
の
一
部
を

省
画
し
て
成
立
さ
せ
た
仮
名
字
体
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ソ　スク　キ　ウ
(　　　　　(　　　　　(　　　　　(　　　　　(

曽須久幾字
)　　　　　)　　　　　)　　　　　)　　　　　)

号!え欠きす
11111

乙ススー1

ナ
(

郵

)
東
1

ル
(
留
)
　
け
〃
1

・h t

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
式
の
省
画
体
の
ウ
・
キ
・
ク
・
ソ
・
ナ
・
ル

は
管
見
の
限
り
他
資
料
に
使
用
例
を
見
ず
、
鹿
か
に
ス
が
豪
求
平
安
中
期
点
等

に
拾
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
他
見
が
得
ら
れ
な
い
理
由
は
、
当
時
の
草
仮
名
を

字
母
と
し
て
そ
れ
を
省
画
す
る
と
い
う
方
式
が
特
異
で
あ
っ
た
為
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
も
特
定
の
一
字
体
に
だ
け
こ
の
方
式
が
採
ら
れ
た
の
で
な
く
、
ウ
・



第
九
図
　
東
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仮
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キ
・
ク
・
ス
・
ソ
・
ナ
・
ル
と
い
う
幾
つ
か
の
字
体
に
わ
た
っ
て
共
通
の
省
画

方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
字
母
と
な
っ
た
草
仮
名
の
方
に
目
を
転
ず
る
と
、
周
易
抄
に
お
い
て
、

抄
出
語
句
の
直
後
に
そ
の
訓
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
草
仮
名
(
第
九
回
)
と

完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
周
易
抄
の
撰
述
者
が
、
草
仮
名
を
使
っ
て
そ
の
昔
・
訓
を
表

記
す
る
一
方
、
そ
の
草
仮
名
を
省
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
訓
点
の
仮
名
を
も
案

出
し
て
自
ら
使
用
し
た
こ
と
を
考
え
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
草
仮
名
を
字
母
と
す
る
貧
画
仮
各
が
、
東
寺
本
l
光
明
院
本
の
胎
蔵
砿

密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
の
訓
点
仮
名
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先

掲
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
に
は
、
事
柄
の
性

質
上
、
草
仮
名
そ
の
も
の
は
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
用
い
る
場
が

な
い
か
ら
で
あ
る
。

草
仮
名
を
字
母
と
し
て
訓
点
の
省
画
仮
名
の
体
系
を
案
出
し
こ
れ
を
使
用
し

た
訓
点
資
料
が
他
に
存
し
た
こ
と
の
知
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
方
式
が
第
三
者

に
授
受
さ
れ
た
り
、
模
倣
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
、
特
定
個
人
の
特
異
な

方
式
と
し
て
止
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
定
個
人
を
想
定
す
る
場
合
、
漢
籍

の
周
易
抄
に
加
点
し
、
又
、
仏
書
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
に
も
同

一
方
式
の
訓
点
を
加
点
す
る
こ
と
が
出
来
た
人
物
は
、
た
だ
人
で
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
周
易
抄
と
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
と
は
、
同
じ
訓

点
し
か
も
特
異
な
字
体
を
持
つ
資
料
と
し
て
、
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
分

っ
た
。
そ
こ
で
、
訓
点
を
離
れ
て
、
書
物
そ
の
も
の
と
し
て
の
周
易
抄
と
胎
蔵

秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
と
の
関
係
を
見
る
に
、
一
つ
は
漢
籍
で
あ
り
、
一
つ

,
は
仏
書
で
あ
る
か
ら
書
物
そ
の
も
の
と
し
て
は
関
連
は
考
え
難
い
。
し
か
し
二

た
び
そ
の
撰
述
者
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
茂
略
述
は

寛
平
法
皇
の
御
著
作
で
あ
る
。
周
易
抄
は
寛
平
法
皇
の
昆
翰
と
伝
え
ら
れ
来
り
、

そ
の
料
紙
は
宇
多
院
の
蔵
人
頭
で
あ
り
宮
中
要
須
之
人
と
称
せ
ら
れ
た
、
平
季

長
の
自
署
の
あ
る
太
政
官
符
案
で
あ
る
か
ら
、
確
証
は
な
い
が
状
況
証
拠
か
ら

寛
平
法
皇
の
撰
述
の
可
能
性
が
大
き
い
。
従
っ
て
両
書
が
関
係
を
持
つ
と
す
れ

ば
、
撰
述
者
が
同
一
人
、
即
ち
寛
平
法
皇
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

12



周
易
抄
の
書
写
が
寛
平
九
年
四
月
八
日
以
降
、
遠
か
ら
ざ
る
時
期
と
推
定
さ

れ
、
又
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
が
法
皇
が
出
家
さ
れ
た
昌
泰
二
年

(
八
九
九
)
又
は
東
寺
で
濯
頂
を
受
け
ら
れ
た
延
喜
元
年
(
九
〇
〇
)
以
降
、
遠
く
な

い
時
期
と
す
れ
ば
、
現
存
の
東
山
御
文
庫
蔵
周
易
抄
と
東
寺
本
・
光
明
院
本
の

胎
蔵
秘
密
路
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
が
い
ず
れ
も
、
昌
泰
・
延
喜
頃
の
書
写
・
加

点
と
見
ら
れ
た
こ
と
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
光
阻
院
本
を
見
る
に
本
文
の
字
句
が
塗
抹
修
正

さ
れ
た
り
行
間
・
欄
外
・
裏
書
に
書
入
れ
ら
れ
た
り
、
顛
倒
さ
れ
た
り
し
、
又
、

訓
点
も
角
筆
点
と
い
う
備
忘
用
の
加
点
方
式
を
用
い
た
り
、
巻
頭
に
一
時
塁
点

を
試
用
し
て
、
茸
稿
本
と
し
て
の
体
裁
を
持
っ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
光
明
院

本
が
、
正
に
寛
平
法
皇
の
自
筆
草
稿
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
寺
本
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
は
そ
の
.
浄
書
本
と
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
本
文
は
無
論
、
漢
字
の
字
形
の
隅
々
ま
で
酷
示
し
細
か
い
筆

の
撥
ね
や
払
い
も
似
て
お
り
、
訓
点
の
ヲ
コ
ト
点
法
を
始
め
仮
名
字
体
の
形
や

漢
字
に
対
す
る
加
点
の
位
置
ま
で
も
一
致
し
て
い
る
色
し
か
し
東
寺
本
は
形
は

整
っ
て
い
る
も
の
の
仔
細
に
比
べ
る
と
筆
勢
に
欠
け
堅
い
感
じ
が
あ
る
の
で
、

光
明
院
本
と
同
一
人
の
手
に
な
る
か
ど
う
か
確
定
し
難
い
。
浄
書
本
は
別
人
の

手
に
よ
っ
て
婆
苦
塁
草
稿
本
を
忠
実
に
模
写
し
た
と
考
え
る
余
地
も
残
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
苗
稿
本
と
し
て
の
体
裁
を
持
つ
光
明
院
本
が
法
皇

自
筆
本
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
材
料
は
日
下
の
と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
。

次
に
、
周
易
抄
の
涙
字
の
字
体
を
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
漢
字
の
字
体
と
比

べ
る
に
、
筆
致
が
良
く
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
周
易
抄
は
全
体
に
草
書

体
で
書
か
れ
て
い
る
の
龍
対
し
て
、
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
の
方
は
淵
正
な
禰
書
体

で
あ
る
か
ら
放
密
に
は
比
較
し
得
な
い
。

以
上
は
、
訓
点
と
本
文
と
を
同
一
人
の
手
と
見
る
立
場
で
考
え
て
来
た
の
で
.

あ
る
が
、
こ
こ
で
、
訓
点
と
本
文
と
は
別
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
眺
め

直
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
即
ち
、
㈲
訓
点
は
法
皇
の
加
点
で
あ
る
が
本
文
の

書
写
は
別
人
の
手
に
な
る
場
合
、
㈲
本
文
は
法
皇
の
書
写
で
あ
る
が
訓
点
は
別

人
の
加
点
で
あ
る
場
合
、
は
訓
点
も
本
文
も
別
人
の
手
に
成
る
場
合
を
考
え
て

み
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
周
易
抄
と
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
と
が
同
じ
訓
点
の
加

点
に
よ
り
緊
密
な
関
係
が
生
ず
る
為
に
は
両
本
の
撰
述
者
が
寛
平
法
皇
で
あ
る

こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。

紬
の
場
合
を
考
え
る
に
、
東
寺
本
に
お
い
て
は
そ
う
考
え
る
余
地
は
あ
る

が
、
光
明
院
本
が
訓
点
と
共
に
本
文
ま
で
草
稿
の
体
裁
を
顕
著
に
持
っ
て
い
る
一

の
は
、
本
文
だ
け
が
別
人
の
手
に
成
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
又
、
周
易
抄
の
抄
　
1
3

出
語
句
の
直
後
の
訓
注
の
草
仮
名
に
交
っ
て
稀
で
は
あ
る
が
、
傍
訓
用
の
省
画
一

体
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
(
「
幹
タ
へ
タ
利
」
「
衣
…
祖
…
者
也
大
m
」
)
の
は
、
訓
点

も
本
文
と
同
じ
手
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

㈲
の
場
合
を
考
え
る
に
、
東
寺
本
に
お
い
て
は
そ
う
考
え
る
余
地
も
あ
る

が
、
光
明
院
本
が
訓
点
・
本
文
共
に
草
稿
の
体
裁
を
蹟
著
に
持
っ
て
い
る
こ

と
、
周
易
抄
に
お
け
る
屈
の
理
由
も
こ
こ
に
適
合
す
る
。
更
に
、
他
に
類
例
を

見
な
い
特
異
な
仮
名
字
体
が
両
本
に
加
点
さ
れ
る
場
合
、
法
皇
が
自
ら
加
点
き

れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て
、
三
本
と
も
全
部
、
訓
点
を
他
人
に
写
さ
せ

る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
難
い
。

細
の
場
合
は
、
仙
㈲
の
場
合
か
ら
考
え
て
一
層
成
立
ち
難
い
。
特
に
、
胎
蔵

蘭
密
略
大
戦
は
故
皇
の
l
伝
法
濯
頂
に
供
せ
ら
れ
る
縫
典
で
あ
っ
て
、
一
世
一
代



と
も
い
う
べ
き
こ
の
重
大
な
儀
式
の
用
に
は
自
ら
撰
述
書
写
さ
れ
た
と
見
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

・
さ
す
れ
ば
、
光
明
院
本
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
と
東
山
御
文
底
本
周
易
抄
と
は
、

寛
平
法
皇
の
御
撰
述
に
成
り
そ
の
書
写
も
法
皇
の
御
手
に
な
る
と
考
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
訓
点
は
、
法
皇
御
所
用
の
点
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
慈
覚
大
師
点
資
料
に
お
け
る
寛
平
法
皇
の
訓
点

慈
覚
大
師
点
を
用
い
た
訓
点
資
料
は
、
今
日
ま
で
に
計
十
八
点
が
確
認
さ
れ

(∞)

て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
判
明
し
た
主
な
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1
　
慈
覚
大
師
点
の
訓
点
資
料
は
平
安
中
期
、
十
世
紀
に
偏
っ
て
い
る
。
そ

ゐ
最
古
は
蘇
悉
地
喝
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
(
八
九
六
)
で
あ
り
、
最
も
新

し
い
の
は
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
平
安
中
期
末
点
(
長
保
頃
)
で
あ
る
。

2
　
そ
の
所
蔵
は
、
寛
平
法
皇
の
資
料
を
除
く
と
、
殆
ど
石
山
寺
蔵
か
同
寺

旧
蔵
本
で
あ
り
、
他
は
五
島
美
術
館
蔵
大
批
虚
連
邦
成
仏
経
平
安
中
期
角

筆
点
を
見
る
程
度
で
あ
る
。

3
　
識
語
の
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
琉
寛
平
八
年
点
は
延

暦
寺
の
慈
覚
大
師
の
弟
子
憐
昭
の
加
点
で
あ
り
、
金
剛
頂
経
三
摩
地
法
天

暦
三
年
(
九
完
)
点
は
石
山
寺
座
主
寛
忠
の
加
点
と
見
ら
れ
、
後
に
石
山

寺
雅
守
に
授
け
て
い
る
か
ら
石
山
寺
と
関
係
が
あ
る
。
石
山
寺
は
当
初
天

台
宗
の
比
叡
山
と
関
係
が
あ
っ
た
。
石
山
寺
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
永
廷
二

年
(
宍
八
)
点
は
、
仁
和
寺
円
堂
の
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
仁
和
寺

が
当
初
天
台
宗
で
か
っ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
・

4
　
ヲ
コ
ト
点
法
は
こ
れ
ら
の
資
杵
の
問
で
一
致
し
て
い
る
。

5
　
仮
名
字
体
も
、
寛
平
法
皇
の
資
料
を
除
く
と
、
諸
資
料
が
全
く
一
致

し
、
特
徴
的
な
字
体
を
多
く
持
っ
て
い
る
(
第
十
図
参
照
)
。
そ
の
特
徴
的

な
字
体
の
中
で
テ
・
マ
は
寛
平
法
皇
の
仮
名
字
体
と
も
一
致
す
る
。

6
　
訓
読
語
の
表
記
や
訓
法
は
、
新
し
い
要
素
を
多
く
持
っ
て
お
り
、
慈
覚

.
大
師
点
の
諸
資
料
の
問
で
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。

7
　
慈
覚
大
師
点
資
料
に
は
角
零
点
を
使
う
も
の
が
多
い
。

寛
平
法
皇
の
訓
点
を
、
慈
覚
大
師
点
の
他
の
諸
資
料
と
比
べ
る
と
、
ヲ
コ
ト

第
十
図
　
慈
覚
大
師
点
所
用
資
料
の
仮
名
字
体
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点
法
が
全
く
一
致
し
、
仮
名
字
体
も
5
に
挙
げ
た
よ
う
に
慈
覚
大
師
点
と
し
て

特
徴
的
な
字
体
テ
・
マ
等
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
平
法
皇
の
仮
名
字

体
で
詰
仮
名
を
字
母
と
し
て
省
画
し
た
ウ
・
キ
・
ク
・
ス
・
ソ
・
ナ
・
ル
は
、

慈
覚
大
師
点
の
他
の
諸
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
字
体
で
あ
る
。
尚
、
訓

読
語
の
表
記
や
訓
法
は
新
し
い
要
素
を
持
っ
て
い
て
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、

又
、
光
明
院
本
の
草
稿
本
で
は
角
筆
を
使
っ
て
い
る
。

で
は
、
寛
平
法
皇
は
そ
の
訓
点
を
何
処
か
ら
学
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
ヲ
コ
ト
点
の
慈
覚
大
師
点
は
、
仏
家
の
点
法
で
あ
り
、
葆
悉
地
渇
羅
経
略
疏

寛
平
八
年
点
が
、
天
台
宗
比
叡
山
の
慈
覚
大
師
の
弟
子
燐
昭
の
加
点
で
あ
り
、

石
山
寺
蔵
の
慈
覚
大
師
点
の
諸
資
料
が
こ
の
寺
の
学
問
史
か
ら
見
て
比
叡
山
の

影
響
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
慈
覚
大
師
の
辺

か
ら
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
疏
そ
の
も
の
が
慈
覚
大
師
の

撰
述
書
で
あ
り
、
寛
平
八
年
点
の
識
語
に
よ
れ
ば
そ
の
訓
説
は
慈
覚
大
師
に
出

て
い
る
。
寛
平
法
皇
が
重
ね
て
受
戒
さ
れ
た
折
の
師
主
増
命
は
慈
覚
大
師
の
流

を
伝
え
、
法
皇
に
授
け
ら
れ
た
蘇
悉
地
法
は
慈
覚
大
師
の
相
伝
に
か
か
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
慈
覚
大
師
自
筆
の
訓
点
本
は
現
存
す
る
の
を
開
か
な
い
が
、

慈
覚
大
師
に
訓
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
醍
醐
寺
蔵
法
華
経
陀
羅
尼
集
豪
経
書
写

本
の
奥
書
に
「
右
慈
覚
大
師
御
点
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
増

命
が
加
点
し
た
資
料
は
現
存
す
る
の
を
知
ら
な
い
が
、
増
命
が
蘇
悉
地
経
に
加

点
し
た
と
す
れ
ば
、
訓
説
が
慈
覚
大
師
の
相
伝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、

恐
ら
く
慈
覚
大
師
点
を
使
っ
た
で
あ
ろ
う
。

寛
平
法
皇
は
、
延
喜
十
年
に
増
命
よ
り
受
戒
さ
れ
る
以
前
か
ら
比
叡
山
と
は

交
渉
が
あ
り
、
幼
年
の
頃
(
押
角
之
歳
)
比
叡
山
に
登
り
、
母
后
に
出
家
の
志

を
添
さ
れ
た
と
い
う
(
伝
匿
広
録
等
)
、
仁
和
四
年
(
八
八
八
)
に
仁
和
寺
を
創
建

さ
れ
、
そ
の
初
代
の
別
当
に
慈
覚
大
師
の
弟
子
幽
仙
が
任
せ
ら
れ
た
の
も
、
法

皇
と
天
台
宗
比
叡
山
と
の
深
い
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
幽
仙
の
訓
点

本
も
現
存
す
る
の
を
知
ら
な
い
が
、
そ
の
所
用
の
点
法
は
慈
覚
大
師
点
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、
寛
平
法
皇
は
早
く
か
ら
恐
ろ
く
在
位
中
か
ら
、

仏
家
の
慈
覚
大
師
点
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

御
即
位
の
寛
平
元
年
(
八
八
九
)
か
ら
三
年
に
わ
た
り
大
学
博
士
善
淵
愛
成
に

よ
り
周
易
を
読
ま
れ
た
時
の
、
訓
点
は
、
平
安
初
期
に
お
け
る
漢
籍
の
訓
点
が

万
葉
仮
名
(
草
体
)
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ヲ
コ
ト
点
は
未
使
用
で
あ
っ

た
臥
配
か
ら
見
て
・
特
定
語
句
に
つ
い
て
そ
の
訓
を
万
葉
仮
名
(
草
体
)
で
注

記
す
る
方
式
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
正
に
、
周
易
抄
の
訓
注
(
万
葉
仮
名
の
草

体
)
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
周
易
抄
を
後
に
寛
平
九
年
以

降
に
撰
述
さ
れ
る
に
当
り
、
訓
注
の
他
に
、
抄
出
語
句
の
訓
点
に
採
用
せ
ら
れ

た
の
が
、
天
台
宗
比
叡
山
所
用
の
慈
覚
大
師
点
で
あ
り
、
こ
の
訓
点
を
、
更
に

御
撰
述
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
に
も
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

場
合
ヲ
コ
ト
点
だ
け
で
な
く
、
ヲ
コ
ト
点
と
相
補
関
係
に
あ
る
仮
名
字
体
も
比

叡
山
所
用
の
慈
覚
大
師
点
の
字
体
を
基
本
的
に
は
採
用
せ
ら
れ
た
の
で
、
慈
覚

大
師
点
に
特
徴
的
な
テ
・
マ
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
ウ
・
キ
・

ク
・
ス
・
ソ
・
ナ
・
ル
等
は
草
仮
名
を
母
体
と
し
て
独
自
に
省
画
さ
れ
考
案
さ

れ
た
字
体
を
も
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヲ
コ
ト
点
法
は
そ
の
性
格
上
部
分
的

な
手
直
し
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
仮
名
字
体
は
、
他
音
節
と
の
字
形
上
の
衝
突

さ
え
な
け
れ
ば
、
部
分
的
な
変
更
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
創
造
性
に
富
み
、

個
性
の
強
い
法
皇
の
所
為
と
し
て
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。
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五
　
寛
平
法
皇
の
訓
点
の
訓
点
史
上
の
位
置

寛
平
法
皇
の
訓
点
の
顕
著
な
特
徴
は
、
全
く
同
一
形
式
の
訓
点
が
漢
籍
の
周

易
抄
に
も
、
仏
書
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
及
び
胎
蔵
略
述
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
に
類
例
を
見
な
い
事
柄
で
あ
る
。
現
存
の
訓
点
本

は
、
チ
エ
ト
点
法
が
俗
家
点
か
仏
家
点
か
の
ど
ち
ら
か
に
明
砲
に
分
れ
て
い

る
。
俗
豪
点
を
仏
書
に
加
点
す
る
こ
と
も
、
仏
家
点
を
漢
籍
に
加
点
す
る
こ
と

も
皆
無
に
近
い
と
い
ウ
て
よ
い
。
学
問
そ
の
も
の
の
交
渉
か
ら
見
て
も
、
僧
と

俗
と
が
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
台
宗
に
お
け
る
勧
学
会
(
三
宝
絵

下
)
、
仁
和
寺
に
お
け
る
裏
俗
交
談
記
、
清
水
寺
法
華
経
長
講
会
等
が
あ
る
が

い
ず
れ
も
時
代
が
降
っ
て
か
ら
空
k
と
で
あ
る
。

寛
平
法
皇
の
訓
点
が
、
・
汲
籍
に
も
仏
書
に
も
使
わ
れ
た
の
は
、
ヲ
コ
ト
点
法

が
後
世
の
よ
う
に
固
定
す
る
よ
う
に
な
る
前
の
、
流
動
草
創
の
期
に
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
親
に
は
学
問
そ
の
も
の
が
、
空
海
が
漢
籍
を
学
ん
だ
事
実

替
示
す
よ
う
に
、
汲
籍
・
仏
書
に
わ
た
っ
て
同
一
人
に
よ
っ
て
学
ば
れ
て
い

る
仇
寛
平
法
皇
の
御
事
故
は
そ
の
事
を
静
ウ
て
い
る
。

慈
覚
大
師
点
の
ヲ
ユ
ト
点
法
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
分
類
の
上
か
ら
言
え

ば
、
第
五
終
点
に
尽
し
、
そ
の
最
も
古
い
点
法
で
あ
る
。
第
五
群
点
は
後
に
俗

家
の
博
士
家
点
を
分
出
し
、
一
方
で
は
仏
家
の
円
堂
点
等
の
諸
点
法
を
分
出
し

て
い
る
。
慈
覚
大
師
点
は
そ
の
草
創
期
に
あ
っ
て
、
そ
の
源
流
と
も
い
う
べ
き

位
置
に
あ
る
色
直
結
に
チ
コ
ト
点
・
省
画
仮
名
と
小
う
訓
点
を
記
入
す
る
方
式

が
私
家
に
学
ん
で
取
込
ま
れ
た
こ
と
、
博
士
家
点
が
、
天
台
宗
の
点
、
蘇
悉
地

鳳
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
0
よ
う
な
点
法
か
ら
出
た
こ
と
は
、
中
田
紀
夫
博
士

】
琴
爪

の
論
述
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
仏
家
の
点
法
を
漢
籍
の
訓
点

記
入
に
取
込
ん
だ
と
す
る
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
人
物
と
、
そ
の
契
機
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
人
物
を
、
周
易
抄
に
慈
覚
大
師
点
を

加
点
し
た
寛
平
法
皇
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
、
如
上
の
法
皇
の
御

事
蹟
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
慈
覚
大
師
点
と
円
堂
点
と
が
親
子
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
ヲ
コ
ト
点

法
の
形
式
上
の
対
比
か
ら
、
三
保
忠
夫
氏
が
説
か
れ
た
が
、
更
に
立
入
っ
て
考

え
る
に
、
法
皇
が
創
建
さ
れ
た
仁
和
寺
の
初
代
別
当
は
、
慈
覚
大
師
の
弟
子
幽

仙
で
あ
り
、
法
皇
御
自
身
も
譲
位
後
崩
御
ま
で
仁
和
寺
に
住
ま
わ
れ
」
円
堂
も

建
立
さ
れ
た
。
そ
の
円
堂
に
は
、
法
皇
御
伝
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
が
伝
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
石
山
寺
蔵
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
永
延
二
年
(
九
八
〇
点
本
の
奥
書
が
記

(刀)

し
て
い
る
。
石
山
寺
本
は
、
そ
の
「
円
堂
御
文
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

慈
覚
大
師
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
法
皇
の
訓
点
を
持
っ
た
胎
蔵
秘
密
略

大
軌
が
永
延
二
年
の
時
点
に
仁
和
寺
円
堂
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慈
覚

大
師
点
は
、
寛
平
法
皇
の
訓
点
本
を
通
し
て
確
か
に
仁
和
寺
に
も
伝
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

仁
和
寺
は
、
こ
の
十
世
紀
後
半
期
に
は
教
学
面
に
変
革
が
生
じ
蔓
羞
ポ
広
沢

流
が
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
世
の
寛
朝
は
、
法
皇
の
孫
で
入
室
の
資
で

あ
り
、
天
暦
二
年
に
は
法
皇
の
南
御
室
に
お
い
て
円
堂
三
個
寛
空
僧
正
か
ら
両

部
大
濯
頂
を
受
け
、
康
保
四
年
(
九
六
セ
)
に
仁
和
寺
別
当
、
貞
元
二
年
(
丸
吉
)

に
克
忠
に
替
っ
て
同
法
務
に
任
せ
ら
れ
た
。
広
沢
僧
正
と
呼
ば
れ
る
。
円
堂
点

が
こ
の
寛
朝
の
周
辺
で
成
立
し
増
と
す
る
な
ら
ば
、
慈
覚
大
師
点
か
ら
円
堂
点

へ
の
変
改
が
、
仁
和
寺
と
い
う
場
所
、
十
世
忍
後
半
期
と
い
う
時
期
、
変
改
の
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仏
教
史
上
の
背
景
な
ど
と
符
合
し
て
来
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
以
降
に
慈
覚

大
師
点
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
解
け
て
来
る
の
で
あ
る
。

〔注〕
(
1
)
　
大
日
本
史
料
第
〓
悶
之
六
、
承
平
元
年
七
月
十
九
日
の
条
に
は
文
書
記
録
典
括

各
一
〇
〇
余
点
石
資
料
に
捗
っ
て
寛
平
法
皇
の
御
事
蹟
を
収
載
し
て
い
る
。
・
そ
れ
ら

に
基
づ
く
、
法
皇
の
事
相
等
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
大
山
公
淳
「
寛
平
法
皇
の
事

相
」
密
教
研
究
四
十
ご
て
、
昭
和
六
年
五
月
)
、
神
亀
法
寿
「
法
皇
の
御
信
仰
と
卸
落
飾

1
付
、
法
皇
の
和
宣
と
御
念
調
堂
-
」
(
同
上
)
等
に
詳
述
せ
ら
れ
て
い
を

(
2
)
　
こ
の
他
に
も
御
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
中
野
達
意
氏
は
「
密

教
研
究
」
三
十
号
に
お
い
て
、
「
十
八
道
念
論
決
第
一
巻
」
「
三
摩
耶
戒
文
一
巻
」

「
胎
戒
界
略
註
一
巻
」
「
胎
蔵
界
念
詞
次
第
二
巻
」
「
金
剛
界
念
諦
次
第
二
巻
」
「
両
界

念
詞
次
第
二
巻
」
「
御
惑
頂
式
一
巻
」
を
挙
げ
ら
れ
た
。

(
2
)
　
大
山
公
淳
「
寛
平
法
皇
の
事
相
」
(
注
(
1
)
所
掲
)
。

(
4
)
　
注
(
2
)
文
献
。

(
5
)
　
鷲
尾
順
敬
「
宇
多
天
皇
の
笈
翰
と
哀
影
」
(
密
教
研
究
四
十
盲
)
。

(
6
)
　
吉
沢
義
則
「
王
朝
時
代
に
於
け
る
博
士
家
使
用
ヲ
コ
ト
点
譜
」
(
「
国
語
説
鈴
L
所

・
収
)
。
中
田
祝
夫
r
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
総
論
篇
四
四
二
頁
。
何
、
大
日
本

史
料
で
も
宇
多
法
皇
崩
御
の
承
平
元
年
七
月
十
九
日
の
条
に
「
宇
多
天
皇
展
翰
周
易

抄
」
と
し
て
そ
の
写
真
一
葉
を
挿
入
し
て
い
る
。

(
7
)
　
注
(
6
)
文
献
。

(
8
)
(
9
)
(
1
0
)
　
注
(
6
)
文
献
四
四
三
頁
。

(
1
1
)
　
注
(
6
)
文
献
三
八
七
、
七
一
〇
頁
。

(
1
2
)
　
注
(
6
)
文
献
七
一
〇
貢
。
三
九
二
頁
他
に
も
言
及
さ
れ
る
。

(
1
3
)
　
中
田
祝
夫
博
士
が
注
(
6
)
文
献
で
仮
称
せ
ら
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法
で
あ
っ
て
、
点

図
集
に
は
無
名
の
点
法
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
点
法
が
天
台
宗
の
比
叡
山
と
関
係

が
深
い
こ
と
、
こ
の
点
法
を
用
い
た
薛
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
点
が
慈
覚
大
師

の
弟
子
憐
昭
の
点
で
あ
る
こ
と
、
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
そ
の
も
の
が
慈
覚
大
師
の
著

述
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
点
法
の
加
点
本
に
お
い
て
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
字
体
が
当
時
既

に
固
定
し
て
い
る
の
は
創
始
者
が
有
力
な
学
僧
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
項
暁
和
尚
点

の
創
始
者
が
石
山
寺
座
主
淳
姑
で
あ
っ
た
の
に
準
ず
る
)
こ
と
等
か
ら
、
「
慈
覚
大
師
点
」

の
名
称
を
用
意
し
て
い
る
。

(
1
4
)
　
梁
島
裕
F
平
安
時
代
語
所
論
』
八
八
頁
(
昭
和
四
十
四
年
六
月
)
。

(
1
5
)
　
三
保
忠
夫
「
乙
点
図
か
ら
円
堂
点
へ
」
(
国
文
学
致
六
十
九
号
、
昭
和
五
十
年
十
月
)
。

(
1
6
)
　
小
林
芳
規
「
角
望
点
資
料
に
お
け
る
石
山
寺
蔵
本
の
位
置
」
(
「
石
山
寺
の
研
究

-
一
切
経
論
　
-
　
」
昭
和
五
十
三
年
三
月
)
。

(
1
7
)
　
外
題
に
院
政
期
頃
か
と
思
わ
れ
る
「
寛
平
御
手
跡
」
の
文
字
が
あ
る
の
に
よ
る

と
、
少
く
と
も
院
政
期
頃
に
は
寛
平
法
皇
の
扇
翰
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

(
1
8
)
　
飯
田
瑞
穂
「
宇
多
天
自
責
筆
『
周
易
抄
』
紙
背
文
書
(
補
遺
・
覚
書
)
」
(
国
書
逸

文
研
究
七
号
、
昭
和
五
十
六
年
八
月
)
。

(
1
9
)
　
寛
平
九
年
七
月
二
十
二
日
に
卒
、
蔵
人
頭
従
四
位
下
、
冤
平
八
年
四
月
七
日
か

ら
同
九
年
五
月
廿
五
日
ま
で
宇
多
院
の
蔵
人
頭
に
補
せ
ら
れ
、
「
宮
中
要
須
之
人
也
」

(
菅
家
文
革
)
と
称
さ
れ
た
、
高
棟
王
の
子
、
菅
原
道
真
と
の
交
遊
も
あ
っ
た
(
大
日
本

史
科
第
一
鋼
之
二
)
。

(
豊
小
林
芳
規
「
乙
点
図
所
用
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
」
(
「
朗
報
璃
管
語
学
諭

集
」
昭
和
五
十
四
年
二
月
)
。

(
聖
小
林
芳
規
F
酎
鮎
卵
管
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
)

七
二
七
買
。

(
2
2
)
　
中
田
祝
夫
博
士
注
(
6
)
文
献
四
三
九
頁
。

(
2
3
)
　
そ
の
奥
書
は
「
(
朱
書
)
写
円
堂
御
文
也
即
御
伝
也
云
々
/
永
延
二
年
五
月
十
七

日
承
始
同
月
廿
二
日
承
了
」
と
あ
る
。

(
2
4
)
　
注
(
1
5
)
文
献
。

[
附
記
]
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
四
日
第
三
十
四
回
訓
点
語
学
会
で
発
表
し

た
原
稿
を
基
に
、
そ
の
後
発
見
せ
ら
れ
た
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
光
明
院
本
胎
蔵
秘

密
略
大
軌
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
資
料
調
査
に
つ
き
、
東
寺
観

智
院
典
籍
文
書
調
査
団
の
上
島
有
主
任
、
橋
本
初
子
氏
は
じ
め
団
員
の
方
々
、
並
び

に
東
寺
の
小
久
保
和
夫
氏
と
東
寺
当
局
の
方
々
、
又
高
野
山
大
学
図
書
館
の
山
口
耕
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≡
氏
は
じ
め
御
関
係
の
方
々
、
並
び
に
御
世
話
下
さ
り
た
田
村
隆
照
教
授
に
深
甚
の

感
謝
の
念
を
捧
げ
る
。
又
、
築
島
裕
博
士
、
田
中
稔
氏
に
は
瞥
料
調
査
の
他
、
種
々

の
御
教
示
に
も
預
っ
た
。
併
せ
て
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
.

-
　
広
島
大
学
教
授
1
1

源
氏
物
語
に
於
け
る
式
部
卿
宮
を
め
ぐ
っ
て

-
　
「
少
女
」
巻
の
構
造
を
視
座
と
し
て
　
-

藤
　
本
・
勝
　
義

一
序

源
氏
物
語
に
は
式
部
卿
宮
と
称
さ
れ
.
る
人
物
が
四
人
登
場
す
る
。
朝
顔
斎
院

の
父
・
桃
園
式
部
卿
宮
、
紫
上
の
父
宮
、
「
東
屋
」
巻
初
出
の
輯
蛤
式
部
卿
官
、

そ
し
て
「
輯
蛤
」
巻
に
て
任
官
す
る
今
上
帝
二
の
宮
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特

に
紫
上
の
父
・
式
部
卿
官
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
r
少
女
」
巻
は
、
3
3
歳
の
内

内
大
臣
光
源
氏
が
、
元
服
を
迎
え
た
御
曹
司
・
夕
霧
を
教
育
す
る
そ
の
方
針

に
、
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、
源
氏
の
養
女
・
梅
壷
女
御
の
立
后
の
儀
、

さ
ら
に
は
翌
年
の
冷
泉
帝
の
朱
雀
院
行
幸
の
盛
事
、
六
条
院
四
季
町
の
大
造
営

と
、
元
源
氏
の
権
勢
を
確
定
す
る
重
要
な
一
帖
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

夕
霧
を
大
学
寮
へ
入
学
さ
せ
、
学
問
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
光
源
氏
の

教
育
方
針
と
、
そ
の
直
後
に
記
さ
れ
る
立
后
の
儀
な
ど
が
語
ろ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
注
視
し
た
い
。
特
に
、
立
后
に
関
し
て
、
紫
上
の
父
・
式
部
卿
宮
が
娘

(
紫
上
の
異
母
妹
)
を
王
女
御
と
し
て
入
内
さ
せ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
の
意
味
は
ど
う
捉
え
る
べ
き
な
の
か
。
紫
上
の
父
宮
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
今
井
源
衛
氏
に
よ
っ
て
人
物
造
型
上
、
川
継
子
物
語
の
父
親
の
パ
タ
ー
ン
、

佃
源
氏
、
頭
中
将
に
対
す
る
ワ
キ
ッ
レ
、
刷
歴
代
の
為
平
親
王
の
投
影
な
る
三
要

(
1
)

素
の
絡
み
合
い
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
旨
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
紫
上
と

継
母
北
の
方
と
の
係
わ
り
な
ど
か
ら
も
、
継
子
譚
の
話
型
を
無
視
し
て
こ
の
父

宮
を
論
す
る
こ
と
は
無
論
で
き
ま
い
。
し
か
し
、
相
聞
に
関
し
て
は
私
は
違
っ

た
見
方
を
し
て
い
る
。
式
部
卿
宮
の
王
女
御
入
内
に
つ
い
て
、
今
井
氏
は
、
摂

関
家
の
勢
力
争
い
の
場
に
、
実
力
も
な
い
の
に
顔
を
出
し
た
親
王
家
-
1
そ
れ

は
、
摂
関
家
と
全
く
同
じ
方
法
を
採
っ
て
、
そ
の
望
み
を
果
た
そ
う
と
す
る
の

だ
が
、
他
所
目
か
ら
見
れ
ば
い
か
に
も
時
代
遅
れ
で
未
練
た
ら
し
い
こ
と
に
な

る
と
い
っ
た
見
方
を
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
実
力
の
な
い
」
「
古
官
」
の
努

力
は
「
道
長
時
代
の
目
」
に
は
「
滑
稽
」
な
も
の
と
し
て
映
っ
た
と
さ
れ
て
い
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